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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 1月 20日 (2006.1.20)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 願 請 求 項 １ に 記 載 の 制 震 ブ レ ー ス に よ れ ば 、 地 震 に よ り 軸 力 管 に 圧 縮 及 び 引 張 の 繰 返
し 軸 力 に よ る 応 力 が 掛 か っ た 場 合 に そ の 軸 力 管 の 極 低 降 伏 点 鋼 の 鋼 管 が 外 側 へ 座 屈 し よ う
と す れ ば 、 外 側 の 補 剛 管 に よ り そ の 座 屈 が 抑 止 さ れ 、 そ の 極 低 降 伏 点 鋼 管 が 内 側 へ 座 屈 し
よ う と す れ ば 、 内 側 の 補 剛 管 に よ り そ の 座 屈 が 抑 止 さ れ る 。 機 能 と し て は こ の 三 重 管 部 分
の 軸 力 管 の 座 屈 を 両 側 の 補 剛 管 が 座 屈 拘 束 す る こ と に よ っ て 、 全 体 座 屈 及 び 局 部 座 屈 す る
こ と な く 圧 縮 、 引 張 の 耐 力 低 下 を 防 ぎ 、 地 震 時 の エ ネ ル ギ ー を 効 率 よ く 吸 収 し 、 二 重 管 の
弱 点 で あ る 片 側 の み の 補 鋼 に よ っ て 生 じ る 圧 縮 時 の エ ネ ル ギ ー の 低 下 を 改 善 し た
す ぐ れ た 制 震 ブ レ ー ス と な る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 以 下 に 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。 図 １ は 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る

一 例 を 示 し た も の で あ る 。 こ の 図
示 の 例 で は 、 柱 １ ２ と 梁 １ ４ と か ら な る 架 構 体 （ 建 築 構 造 物 ） １ ０ の 一 方 の 片 隅 と そ の 対
角 位 置 の 片 隅 と に そ れ ぞ れ ガ セ ッ ト １ ６ ａ ， １ ６ ｂ が 設 け ら れ 、 両 ガ セ ッ ト １ ６ ａ ， １ ６
ｂ 間 に 本 発 明 の 制 震 ブ レ ー ス ２ ０ が 架 設 さ れ て い る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
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【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 ２ は 、 図 １ に 示 さ れ る 制 震 ブ レ ー ス ２ ０ の 一 実 施 形 態 と し て の 断 面 構 造 を 示 し た も の
で あ る 。 図 示 の よ う に こ の 制 震 ブ レ ー ス ２ ０ は 、 主 構 造 材 で あ る 軸 力 管 ２ ２ が 厚 肉 管 ２ ４
と 薄 肉 管 ２ ６ と を 溶 接 止 め ２ ８ に よ り 同 軸 に 接 合 さ れ 、 そ の 両 端 に は そ れ ぞ れ ク レ ビ ス 継
手 ３ ０ ａ ， ３ ０ ｂ が 取 付 け ら れ て い る 。 こ の 場 合 厚 肉 管 ２ ４ と し て は 、 一 般 的 な 構 造 用 鋼
材 の 鋼 管 、 例 え ば

の よ う な 鋼 管 が 用 い ら れ 、 薄 肉 管 ２ ６ と し て は 、 そ れ よ り も 剛 性 、 耐 力 の 弱 い 極 低 降 伏
点 鋼 の 鋼 管 、 例 え ば

の よ う な 鋼 管 が 一 般 に 用 い ら れ る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 制 震 ブ レ ー ス ２ ０ に よ れ ば 、 例 え ば 図 １ に 示 し た よ う な 建 築 構 造
物 の 状 態 に お い て 地 震 に よ り 軸 力 管 ２ ２ に 圧 縮 及 び 引 張 の 繰 返
し 軸 力 が 掛 か っ た 時 に 、 そ の 軸 力 管 ２ ２ の 薄 肉 管 ２ ６ が 外 方 へ 座 屈 し よ う と し た 場 合 に は
外 側 の 補 鋼 管 ３ ６ に よ り そ の 座 屈 が 抑 止 さ れ 、 薄 肉 管 ２ ６ が 内 方 へ 座 屈 し よ う と し た 場 合
に は 内 側 の 補 剛 管 ３ ８ に よ り そ の 座 屈 が 抑 止 さ れ る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 し た が っ て 軸 力 管 ２ ２ の 薄 肉 管 ２ ６ が 外 方 と 内 方 の い ず れ の 方 向 へ 座 屈 し よ う と す る 場
合 も そ の 座 屈 が 抑 止 さ れ 、 優 れ た エ ネ ル ギ ー を 示 し 、 の 破 壊
が 生 じ る こ と な く 、 そ の 骨 組 の 安 全 性 が 維 持 さ れ る こ と に な る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 例 え ば 、 上 記 実 施 例 で は 、 軸 力 管 の 構 成 と し て 「 厚 肉 管 」 「 薄 肉 管 」 の 表 現 を 用 い た が
、 本 発 明 で は 軸 力 管 が 一 般 的 構 造 用 鋼 管 と 極 低 降 伏 点 鋼 管 と か ら な り 、 地 震 な ど の 際 に 極
低 降 伏 点 鋼 管 側 の 座 屈 が 阻 止 さ れ る よ う に そ の 極 低 降 伏 点 鋼 管 側 が ３ 重 管 構 造 と な っ て お
れ ば よ い こ と で あ り 、 鋼 管 の 肉 厚 に は こ だ わ ら な い 。 す な わ ち 、 同 じ 肉 厚 管 で も 一 般 的 構
造 用 鋼 管 と 極 低 降 伏 点 鋼 管 と の 組 合 わ せ に よ り 同 じ 目 的 が 達 成 さ れ る も の で あ る 。

【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 に 係 る 制 震 ブ レ ー ス は 、 コ ン ク リ ー ト 建 築 、 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 建 築 、 鉄
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設 計 基 準 強 度 が ２ ３ ５ ， ３ ２ ５ ， ３ ５ ５ ， ３ ８ ５ ， ４ ４ ０ （ Ｎ ／ ｍ ｍ ２

）
設 計 基 準 強 度 が ８ ０ ， １ ０ ０ ， １ ２ ０ ， １ ６ ０ ， ２ ２ ５ （ Ｎ ／ ｍ ｍ ２

）

枠 組 み に 組 み 込 ま れ て い る

吸 収 効 果 建 築 構 造 物 の 柱 や 梁

ま た 、
本 発 明 で は 軸 力 管 の 両 端 に ク レ ビ ス 継 手 を 有 し て い る が 、 一 般 的 な ボ ル ト 継 手 、 溶 接 継 手
で あ っ て も 三 重 管 構 造 部 分 の 機 能 が 発 揮 で き れ ば 問 題 な い 。

鉄 骨 鉄 筋



骨 建 築 な ど の 各 種 の 建 築 構 造 物 や 、 必 要 に よ っ て は 土 木 構 造 物 な ど に も 使 用 す る こ と が で
き る 。
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